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沖縄における文化の
産業化に関する調査



　　

　来間島は、沖縄本島から南西

に約 320kmの位置にある宮古

諸島の中の一つで、人口173人、

世帯数93戸 (H21.5月末住基台

帳 )の小さな島です。

　島において最も重要なのは、平

成6年2月に開通した「来間大橋」。

全長1,690mを誇る全国でも有数

の農道橋であるこの橋は、交通の

利便性のほか、電気や水道など、

島のくらしをあらゆる面で支えてい

るシンボル的な存在です。

　また、この島では農業が盛んで、

近年はマンゴー栽培に注目が集

まっています。

　なかでもキーツマンゴー (表紙

写真 )は、普通のマンゴーよりも

果実が大きく、さっぱりした甘み

が特徴の、島民自慢の一品です。
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群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。★本誌タイトルについて★

県民の熱い要望を受け、ゆいレールは平成１５年８月１０日に発車しました。ゆいレールは「安全・
安心・快適・定時」を実現する公共交通機関として利用者の皆さんに親しまれています。

　この「安全・安心・快適・定時」を担っているのが、運転士です。ゆいレールの運転士になるには、まずゆ
いレールの運行主体である沖縄都市モノレール株式会社に入社し、駅務等の業務経験を積んだ上で、社内
選考を経て運転士候補者に選ばれた後、国家資格である「動力車操縦者運転免許（甲種電気車）」の取得
が必要です。
　この運転免許を取得するには、動力車操縦者試験（受験資格は満２０歳以上）に合格しなければなりま
せん。試験は、①身体検査、②適性検査、③関係法令並びに動力車の構造及び機能に関する筆記試験、④
実技試験があります。国土交通大臣が指定する養成機関（動力車操縦者養成所）の講習課程の修了者な
ど、一定の要件を満たす場合には試験の全部または一部が免除になります。
　ゆいレールの場合、沖縄県内には動力車操縦者養成所がないため、運転士候補者は県外の鉄道会社
（京浜急行電鉄、西武鉄道、九州旅客鉄道、千葉都市モノレール）に派遣され、動力車操縦者養成所での
厳しい訓練を経て多岐に渡る専門的知識・技能を習得し、運転免許を取得しています。免許取得後、実際
にゆいレールの運転を行うには、更に社内でモノレール車両に習熟するための研修が行われます。
　平成２１年４月１日現在、ゆいレールは３３名の運転士（うち指導運転士が６名）が在籍し、このうち女
性運転士は２名ですが、女性運転士も、男性と同じく昼夜を問わず勤務しており、「安全・安心・快適・定
時」なゆいレールを支える貴重な戦力として、日々活躍しています。

〈表紙写真〉

【マンゴー収穫】

（来間島）

地域の目「物」と「感動」を売る

なかゆくい ＊シリーズ②　～地域資源はダイヤの原石？～

「沖縄 IT津梁パーク」がオープン／かりゆしウェアの普及促進について内閣府だより

お知らせ

総務部

総務部

持続可能な沖縄観光の推進方策検討調査

沖縄における文化の産業化に関する調査
仕事の窓①　財務部
管内経済情勢報告

仕事の窓②　総務部
沖縄振興功績者表彰

仕事の窓③　農林水産部
JAS法が改正されました！

仕事の窓④　農林水産部
宮古伊良部農業水利事業所が開設

仕事の窓⑤　経済産業部
子どもたちが学ぶ理科と実社会を結びつけたキャリア教育

仕事の窓⑥　運輸部
船舶運航事業者のヒューマンエラー防止のために

仕事の窓⑦　運輸部
「不正改造車の排除運動」「ディーゼルクリーン・キャンペーン」の実施

総　務　部　沖縄地区における「独占禁止政策協力委員会議」を開催

運　輸　部　平成 21 年度陸運及び観光関係功労者沖縄総合事務局長表彰

経済産業部　「平成21年度安全保障貿易管理説明会」を開催
開発建設部　那覇沈埋トンネル最終函の接合について
開発建設部　「まるごと沖縄クリーンビーチ」オープニングセレモニーを開催

運　輸　部　平成 21 年度陸運関係功労者陸運事務所長表彰を開催
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ゆいレールの
運転士に
なりたぁ～い！！

訓練を受ける見習い運転士

点呼を受ける女性運転士

ゆいレールの運転台

代表取締役　大城　浩明
農業生産法人㈲トロピカルファームたまぐすく
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農業生産法人㈲トロピカルファームたまぐすく代表取締役●　大城　浩明

地域 の 目 シリーズ17

  C
hiiki no M

e

今
ま
で
の
農
家
の
経
営
形
態
は

単
な
る
「
物
の
生
産
」
だ
け

で
、「
販
売
」
は
第
三
者
に
任
せ
る

と
い
う
長
年
の
慣
習
が
あ
っ
た
が
、

近
年
は
農
家
自
ら
生
産
や
販
売
、
そ

し
て
「
農
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
」、
い

わ
ゆ
る
農
業
体
験
や
農
家
民
泊
の
受

け
入
れ
の
他
、
料
理
体
験
を
受
け
入

れ
る
等
、
自
ら
の
資
源
（
農
地
、
作

物
、
人
、
料
理
等
）
を
生
か
し
た

経
営
形
態
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。

「
物
」
の
販
売
の
他
に
、「
感
動
」
が

体
験
料
と
し
て
お
金
に
な
る
時
代
で

あ
る
。

　

ま
た
、
消
費
者
は
作
り
手
の
顔
の

見
え
る
農
産
物
を
求
め
る
傾
向
に

あ
っ
て
全
国
的
に
農
産
物
直
売
所

（
以
下
「
直
売
所
」
と
い
う
。）
が
増

え
て
、
作
り
手
の
農
家
と
語
ら
い
な

が
ら
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
物
を
生
産
す

る
励
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
っ
て
今
後

の
流
通
は
大
量
集
荷
と
大
量
販
売
の

中
央
卸
売
市
場
流
通
と
直
売
所
流
通

の
二
大
流
通
に
変
化
し
て
い
く
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

最
近
増
え
て
き
た
直
売
所
に
は
市

場
流
通
に
は
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
機
能
や
、
昔
な
が
ら
の
公
益

の
機
能
が
あ
っ
て
大
変
面
白
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
に

は
、
生
産
者
と
消
費
者
が
直
売
所
と

い
う
場
所
を
通
し
て
生
産
者
の
生
産

物
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
や
苦
労
話
が

消
費
者
に
伝
わ
り
、
消
費
者
か
ら

生
産
者
へ
生
産
物
に
対
す
る
評
価

（
誰
々
さ
ん
の
野
菜
が
欲
し
い
等
）

や
工
夫
し
た
食
べ
方
等
が
伝
わ
る
等

お
互
い
に
有
益
な
時
間
を
過
ご
し
て

い
る
の
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
面
白
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
消
費
者
が
い

つ
も
買
い
求
め
て
い
る
農
家
の
野
菜

が
店
頭
に
な
い
こ
と
か
ら
生
産
農
家

へ
電
話
連
絡
し
届
け
て
貰
っ
た
ら
、

そ
の
農
家
と
注
文
し
た
消
費
者
が
長

年
連
絡
の
途
絶
え
て
い
た
友
人
同
士

で
、昔
話
に
花
が
咲
い
た
例
も
あ
る
。

　

最
近
直
売
所
を
訪
れ
る
観
光
客
も

増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
て
、
沖
縄

の
珍
し
い
野
菜
や
果
物
を
買
い
求
め

る
他
、
マ
ン
ゴ
ー
や
パ
パ
イ
ヤ
等
の

熱
帯
果
樹
の
苗
木
を
買
っ
て
植
付
し

た
数
年
後
に
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て

訪
れ
た
時
に
「
お
陰
で
実
が
つ
い
て

沖
縄
の
味
を
食
べ
て
い
ま
す
」
と
の

言
葉
を
い
た
だ
い
た
時
は
、
沖
縄
観

光
が
単
な
る
一
過
性
の
観
光
で
は
な

い
こ
と
を
痛
感
す
る
。

　

ま
た
、
沖
縄
で
は
『
売う

た
い
、
買こ

う
た
い
』
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
て
、

お
年
寄
り
等
が
自
分
で
作
っ
た
野
菜

を
直
売
所
で
売
っ
て
、
そ
の
帰
り
に

は
自
分
の
作
っ
て
い
な
い
別
の
方
の

野
菜
を
買
っ
て
帰
る
と
い
う
公
益
の

物
々
交
換
に
近
い
商
慣
習
が
未
だ

残
っ
て
い
る
。

　

農
業
専
門
の
新
聞
社
の
調
査
に
よ

る
と
、
直
売
所
が
地
域
に
で
き
る
と

お
年
寄
り
の
通
院
回
数
が
減
っ
て
医

療
費
の
抑
制
に
な
る
と
い
う
結
果
も

出
て
い
る
。

　

そ
の
他
直
売
所
に
お
い
て
は
、
新

規
就
農
者
の
育
成
や
地
域
の
子
供
た

ち
の
農
業
及
び
職
場
体
験
受
入
の

他
、
学
校
現
場
に
も
出
向
き
未
来
を

担
う
子
供
た
ち
に
食
農
教
育
等
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
定

年
退
職
さ
れ
た
方
々
や
「
あ
た
い

ぐ
ぁ
ー
（
猫
の
額
程
度
の
畑
）
農
業
」

の
お
年
寄
り
の
就
農
機
会
の
場
を
提

供
し
、
地
域
の
方
々
か
ら
大
変
喜
ば

れ
て
い
て
、
私
ど
も
法
人
も
微
力
な

が
ら
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　

末
尾
に
こ
の
度
、栄
え
あ
る「
内
閣

府
沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞
」を
受
賞

し
ま
し
た
が
、こ
れ
は
私
ど
も
と
一
緒

に
取
り
組
む
方
々
へ
の
表
彰
だ
と
考

え
て
い
る
。
今
後
の
沖
縄
の
一
層
の

振
興
、
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
創
設
者

の
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
私

ど
も
に
と
っ
て
は
と
て
も
励
ま
し
に

な
る
賞
で
あ
り
、
今
後
と
も
更
な
る

地
域
づ
く
り
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ

る
。

（
平
成
21
年
度
沖
縄
振
興
功
績
者
表
彰
被
表
彰
者
）

「物」と「感動」を売る
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１
．
調
査
の
目
的

　　

沖
縄
の
美
し
い
自
然
環
境
は
、
貴

重
な
財
産
で
あ
る
と
同
時
に
重
要
な

観
光
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

保
全
や
回
復
に
配
慮
し
な
が
ら
観
光

振
興
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
、
沖

縄
観
光
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
た

め
に
は
重
要
で
す
。
そ
こ
で
観
光
分

野
で
の
※
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト

の
活
用
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
、
更

に
、
観
光
客
等
へ
の
方
法
、
市
町
村
、

観
光
事
業
者
の
役
割
等
の
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

２
．
沖
縄
型
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ

ト
旅
行
を
進
め
る
に
は

⑴
基
本
的
な
考
え
方

　

沖
縄
型
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト

旅
行
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
役
割

を
担
う
の
と
同
時
に
、
沖
縄
の
自
然

環
境
の
保
全
や
回
復
に
関
す
る
活
動

へ
の
支
援
に
も
貢
献
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
旅
行

で
は
あ
る
種
の
解
放
感
や
贅
沢
感
が

求
め
ら
れ
る
た
め
、過
度
に
教
育
的
・

強
制
的
で
あ
る
こ
と
を
避
け
、
手
軽

に
楽
し
く
取
り
組
め
る
よ
う
な
工
夫

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
沖
縄
型
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト

旅
行
の
目
標
像
】

●
C
O
2

を
な
る
べ
く
出
さ
な
い

●
自
然
環
境
の
保
全
・
回
復
に
役
立
つ

●
出
し
た
C
O
2

を
手
軽
に
、
楽
し
み

な
が
ら
オ
フ
セ
ッ
ト

⑵
沖
縄
型
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト

旅
行
の
枠
組
み

　

前
述
の
目
標
像
を
も
と
に
す
る

と
、
様
々
な
旅
行
場
面
に
お
い
て

C
O
2

削
減
や
オ
フ
セ
ッ
ト
す
る
機

会
を
提
供
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
と

観
光
客
の
満
足
度
向
上
を
両
立
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
考

え
方
を
旅
行
商
品
に
て
明
示
化
す
る

た
め
４
つ
の
要
素
と
し
て
、「
削
減

努
力
」「
費
用
負
担
」「
環
境
学
習
」「
オ

フ
セ
ッ
ト
行
為
」を
設
定
し
ま
し
た
。

実
際
に
旅
行
商
品
と
な
る
際
は
、
こ

の
４
つ
の
要
素
が
様
々
に
組
み
合
わ

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
．
観
光
客
の
ニ
ー
ズ

　

実
際
に
沖
縄
型
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ

セ
ッ
ト
旅
行
を
展
開
し
て
い
く
に

は
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

様
々
な
可
能
性
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
カ
ー
ボ
ン
・

オ
フ
セ
ッ
ト
旅
行
に
関
す
る
意
識
及

び
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
沖
縄

を
訪
れ
る
観
光
客
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
（
有

効
回
答
4
5
6
件
）。

の推進方策検討調査

興味があるが
利用するかどうか
わからない
興味があり
利用してみたい
わからない
あまり興味がない
その他（1.2％）単位：％

1000 円まで
500円まで

100 円まで
わからない
300 円まで

2000 円まで

その他（1.5％）
払いたくない（3.3％）24.0

31.4
6.6

11.6

単位：％

11.4

10.1

21.9
51.3

11.2

15.4

※
個
人
や
企
業
の
活
動
に
よ
り
排
出
さ
れ
る

C
O
２
の
う
ち
、
ど
う
し
て
も
削
減
で
き
な
い

C
O
２
の
全
部
（
一
部
）
を
何
ら
か
の
代
替
行
為

に
よ
り
埋
め
合
わ
せ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

自然環境の保全や回復に配慮した観光振興の推進について
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［総務部］

4
．
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
イ
メ
ー
ジ

　

沖
縄
型
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト

旅
行
の
導
入
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

各
年
齢
層
に
関
心
の
高
い
イ
ベ
ン
ト

や
環
境
活
動
に
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ

セ
ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
テ
ス
ト
プ

ラ
ン
を
検
討
し
ま
し
た
。

持続可能な沖縄観光

環境学習

若者層に対するテストプラン
（イベント参加型プラン）

10～20 代の若者層が興味を持つ音
楽イベントにカーボン・オフセット
を取り込みます。

家族層に対するテストプラン
（エコツアー型プラン）

30～40 代の親子連れを想定して、
夏休みなどに親子で地球温暖化を考
える機会の提供をします。

年配層に対するテストプラン
（ロングステイ型プラン）

50 代以上の夫婦を想定し、沖縄の
離島などでのんびり過ごすロングス
テイのある一日に、カーボン・オフ
セットの要素を取り入れたライフス
タイルを例示します。
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１
．
目
的
等

　　

沖
縄
に
は
、
様
々
な
独
自
性
豊
か

な
文
化
（
祭
り
、
音
楽
、
舞
踊
、
文

化
的
景
観
等
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

文
化
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
文
化
資
源
を
沖

縄
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
で
あ
る
観

光
産
業
と
連
動
す
る
取
組
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

本
調
査
で
は
、
文
化
の
産
業
へ
の

活
用
に
つ
い
て
、
観
光
分
野
へ
の
活

用
に
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
、
旅
行
消

費
者
の
ニ
ー
ズ
や
沖
縄
の
文
化
資
源

の
整
理
等
を
行
い
ま
し
た
。

２
．
旅
行
消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　

平
成
21
年
１
月
か
ら
同
年
３
月
の

間
に
沖
縄
県
外
在
住
者
の
方
々
か
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
手
法
は
、
海
洋
博
記
念
公

園
や
銀
座
わ
し
た
シ
ョ
ッ
プ
で
の

対
面
方
式
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
ま
し
た
。
回
答
者
数
は
１
，

０
６
３
人
で
す
。
主
な
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

事前リサーチはしっかりしている
（複数回答、ｎ＝1,063）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

インターネット

情報誌

旅行会社、
観光パンフレット

観光案内所

人に聞く

カーナビ、道路地図

そのほか

特に入手しない

75.26％

旅行前

12.61％

32.83％

30.48％

35.84％

33.21％

25.02％

0.85％

5.93％

53.34％

49.11％

8.56％

18.72％

2.73％

0.94％

2.26％

（%)

旅行先

旅行先の情報源

鑑賞型旅行の需要が高い
（複数回答、ｎ＝854）

イベント

自然や景勝地

ダイビング

海辺で楽しむ

のんびりと過ごす

癒しをもとめて

グルメ

歴史や文化的な名所

リゾートホテル宿泊

動物園や水族館

その他

9.13％

38.06％

8.20％

23.77％

36.42％

20.49％

17.80％

27.87％

22.37％

31.97％

20.26％

（%)
0 10 20 30 40 50

自然・食文化・歴史への興味が高い
（複数回答、ｎ＝1,063）

歴史

芸術・工芸

伝統芸能

現代芸能

祭り

食文化

生活（農作業・漁業等）

自然

9.13％ 57.38％

38.01％

36.41％

5.64％

25.59％

61.05％27.87％

16.75％

70.56％20.26％

（%)
0 10 20 30 40 50 60 70 80

沖縄の興味のある文化の分野 沖縄への訪問目的
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3
．
地
域
文
化
資
源
の
把
握

　　

沖
縄
県
内
の
全
市
町
村
及
び
観
光

協
会
等
（
19
団
体
）
へ
ア
ン
ケ
ー
ト

等
を
行
い
、
市
町
村
等
が
特
に
有
望

だ
と
考
え
て
い
る
地
域
文
化
自
然
を

把
握
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
文
化
資
源
の
う

ち
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
得
ら
れ
た
旅
行

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
）、

有
料
観
覧
席
を
用
い
た
資
金
集
め

（
青
森
ね
ぶ
た
祭
り
）、
多
数
の
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
に
よ
る
清
掃

活
動
と
い
っ
た
地
元
と
の
連
携
（
金

沢
市
）
等
の
参
考
と
な
る
事
例
を
聴

取
し
ま
し
た
。

５
．
ま
と
め

　

本
調
査
で
抽
出
し
た
課
題
を
踏
ま

え
、
沖
縄
県
の
地
域
文
化
資
源
の
産

業
化
に
向
け
た
方
向
性
を
整
理
し
ま

し
た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・ 

個
人
旅
行
及
び
リ
ピ
ー
タ
ー
等
の

多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

「
多
様
な
提
供
メ
ニ
ュ
ー
の
作
成
」

・ 

美
化
活
動
等
の
「
観
光
へ
の
住
民

参
加
」

・ 

旅
行
消
費
者
へ
効
果
的
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
の
「
県
外
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
支
援
」

　

な
お
、
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
本

調
査
結
果
も
参
考
と
し
て
、
新
た
な

観
光
戦
略
モ
デ
ル
の
構
築
を
図
る

「
文
化
資
源
型
観
光
戦
略
モ
デ
ル
構

築
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

 

消
費
者
の
需
要
を
勘
案
し
、
観
光
の

目
玉
と
な
る
地
域
文
化
資
源
と
し
て

抽
出
し
ま
し
た
。（
左
表
参
照
）

4
．
観
光
関
連
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
等

　

沖
縄
県
内
の
観
光
関
連
企
業

１
０
２
社
（
旅
行
業
、
宿
泊
業
、
観

光
施
設
）
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

文
化
を
利
用
し
た
旅
行
商
品
の
動
向

等
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
魅

力
的
な
文
化
体
験
ツ
ア
ー
に
必
要
な

も
の
は
、「
企
画
」、「
Ｐ
Ｒ
」、「
人
材
」、

と
の
回
答
が
多
く
、
既
存
の
文
化
資

源
を
ど
う
活
用
す
る
か
が
重
要
と
考

え
て
い
る
企
業
が
多
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
資
源
を
活
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
等
の
県
外
事
例
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
も
同
時
に
行
い
、
警
備
対
策
（
Ｙ

市町村 分 野 名          称 市町村 分 野 名          称

1 国頭村 自然 森林セラピー 23 那覇市 生活 中心市街地・首里城周辺の
まち歩き

2 東村 自然 慶佐次湾のマングローブ 24 南風原町 歴史 沖縄陸軍病院南風原壕群
20号

3 伊江村 自然 城山 25 与那原町 祭り 与那原大綱曳

4 本部町 自然 海洋博記念公園 26 糸満市 歴史 白銀堂

5 本部町 自然 サンゴの植付 27 糸満市 生活 糸満観光農園

6 今帰仁村 歴史 今帰仁城跡 28 糸満市 生活 糸満漁港ふれあい公園

7 名護市 歴史 ヒンプンガジュマル 29 八重瀬町 食文化 ぐしちゃんいも

8 名護市 伝統芸能 村踊り（豊年祭）、
屋部の八月踊りやその他 30 八重瀬町 自然 具志頭浜

9 読谷村 伝統芸能 空手道研修センター 31 南城市 歴史 斎場御嶽

10 読谷村 生活 民泊事業 32 久米島町 食文化 食物アレルギー対応型旅行

11 うるま市 伝統芸能 現代版組踊「肝高の阿麻和利」 33 久米島町 自然 ハテノ浜

12 沖縄市 祭り 沖縄全島エイサーまつり 34 伊是名村 歴史 尚円王御庭公園

13 北谷町 祭り プロ野球キャンプ及び
オープン戦 35 伊平屋村 祭り ウンジャミ

14 北谷町 生活 美浜アメリカンビレッジ 36 粟国村 祭り マースヤー行事

15 北中城村 生活 ひまわり畑（1～2月） 37 渡名喜村 祭り 水上運動会

16 宜野湾市 自然 宜野湾マリン支援センター
(愛称マリリンぎのわん ) 38 渡嘉敷村 自然 ホエールウォッチング

ツアー

17 宜野湾市 生活 田イモの活用 39 宮古島市 祭り 全日本トライアスロン
宮古島大会

18 中城村 歴史 中城城趾 40 宮古島市 食文化 体験滞在交流施設

19 浦添市 祭り ヤクルトキャンプ 41 多良間村 伝統芸能 多良間島の八月踊

20 西原町 歴史 内間御殿 42 石垣市 自然 エコツーリズム

21 那覇市 祭り NAHAマラソン 43 与那国町 伝統芸能 与那国島の祭事

22 那覇市 祭り 琉球の祭典 44 与那国町 自然 ダイビング

観光の目玉となる地域文化資源



仕事の窓 1仕事の窓 1仕

管
内
経
済
情
勢
報
告

・
観
光
は
入
込
客
数
の
減
少
な
ど
か
ら
弱
い
動
き
に
転
じ
て
い
る
。ま
た
、生
産
活
動
は
引
き
続
き
弱
含
み
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

・
住
宅
建
設
、公
共
事
業
は
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
一
方
、個
人
消
費
は
弱
含
ん
で
い
ま
す
。

・
雇
用
情
勢
は
厳
し
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。

・
２０
年
度
の
設
備
投
資
は
前
年
度
を
上
回
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、企
業
収
益
は
減
益
見
込
み
、２１
年
１
〜
３
月
期
の
企
業

の
景
況
感
は「
下
降
」が「
上
昇
」を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

・
先
行
き
に
関
し
て
は
、主
力
の
観
光
に
つ
い
て
、国
内
経
済
悪
化
の
影
響
等
を
懸
念
す
る
声
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

財務部

総括判断

全体としてみると弱含んでいる

H21年1～3月

全体として厳しくなっている

前回との比較

その他のその他の
項目の動向項目の動向

■
住
宅
建
設   

住
宅
建
設
を
新
設
住
宅
着

工
戸
数
で
み
る
と
、
こ
の
と
こ
ろ
貸
家
に

頭
打
ち
感
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
分
譲
住

宅
の
増
加
等
か
ら
、
改
正
建
築
基
準
法
の

影
響
が
強
く
み
ら
れ
た
前
年
同
期
を
上
回

っ
て
い
ま
す
。

       

■
設
備
投
資　

20
年
度
の
設
備
投
資
実
績

見
込
み
額
を
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査

（
21
年
１
〜
３
月
期
）
で
み
る
と
、
全
産

業
で
は
前
年
度
を
13
・
０
％
上
回
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

■
公
共
事
業　

公
共
事
業
の
動
向
を
公
共

工
事
前
払
金
保
証
請
負
額
（
累
計
）
で
み

る
と
、
前
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

個
人
消
費
を
み
る
と
、百
貨
店
は
、

主
力
で
あ
る
衣
料
品
の
不
振
が
続
い
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、前
年
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。主
要
ス
ー
パ
ー
は
、飲
食
料
品

は
引
き
続
き
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、

衣
料
品
や
家
庭
用
品
が
足
も
と
大
き

く
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、前

年
並
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。コ
ン
ビ
ニエ
ン

ス
ス
ト
ア
は
、た
ば
こ
の
売
上
げ
増
な
ど

か
ら
、前
年
を
上
回
って
い
ま
す
。

　

観
光
入
込
客
数
は
、内
外
経
済
や
円

高
の
影
響
を
受
け
た
団
体
旅
行
の
減

少
や
海
外
旅
行
と
の
競
合
に
よ
り
前

年
を
下
回
って
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、観
光
関
連
施
設
入

場
者
数
や
主
要
ホ
テ
ル
の
客
室
単
価
、

客
室
稼
働
率
は
、前
年
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、観
光
は
弱
い
動
き
に

転
じ
て
い
ま
す
。

　

一
般
職
業
紹
介
状
況
を
み
る
と
、

新
規
求
人
数
が
引
き
続
き
減
少
し
て

い
る
ほ
か
、
新
規
求
職
者
数
も
県
外

雇
用
か
ら
の
離
職
の
影
響
な
ど
か
ら

増
加
に
転
じ
て
お
り
、
有
効
求
人
倍

率
（
季
調
値
）
は
低
下
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
外
か
ら
の
受
求
人
数

は
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
雇
用
情
勢
は
厳
し

さ
が
増
し
て
い
ま
す
。

主要項目の動向主要項目の動向

❶
個人消費個人消費

主要項目の動向主要項目の動向

❷
観　　光観　　光

主要項目の動向主要項目の動向

❸
雇用情勢雇用情勢

弱
含
み

弱
い
動
き
に
転
じ
て
い
る

厳
し
さ
が
増
し
て
い
る

H20年10～12月期

管
内
経
済
は
、
住
宅
建
設
、
公
共
事
業
な
ど
で
や
や
持
ち
直
し
て
い
る
も
の
の
、
観
光
が
弱
い
動
き
に
転
じ
、

個
人
消
費
が
弱
含
み
、
雇
用
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
す
な
ど
、
全
体
と
し
て
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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その他の
項目の動向

■
生
産
活
動　

製
造
業
の
生
産
活
動
は
、

食
料
品
で
は
、
食
肉
加
工
品
は
低
調
な
も

の
の
、
酒
類
の
一
部
で
県
外
向
け
出
荷
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
前
年
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
窯
業
・
土
石
で
は
、
公

共
工
事
向
け
需
要
か
ら
生
コ
ン
、
セ
メ
ン

ト
の
出
荷
量
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
金
属

製
品
、
鉄
鋼
で
は
、
県
外
向
け
が
低
調
な

こ
と
か
ら
鉄
骨
、
ア
ル
ミ
建
材
や
棒
鋼
の

出
荷
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
産
活
動
は
一
部
に
動

き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
弱
含
み
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

■
企
業
収
益　

経
常
利
益
を
法
人
企
業
景

気
予
測
調
査
（
21
年
１
〜
３
月
期
）
で
み

る
と
、
20
年
度
下
期
は
、
全
産
業
で
９
・

９
％
の
減
益
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

20
年
度
通
期
は
、
全
産
業
で
６
・
１
％

の
減
益
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
企
業
の
景
況
感　

企
業
の
景
況
判
断
Ｂ

Ｓ
Ｉ
を
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
（
21
年

１
〜
３
月
期
）
で
み
る
と
、
製
造
業
で

は
、
「
上
昇
」
と
す
る
企
業
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
「
下
降
」
超
幅
が
縮
小

し
て
い
ま
す
。
非
製
造
業
で
は
、
建
設
で

「
上
昇
」
と
す
る
企
業
が
増
加
し
て
い
る

も
の
の
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
「
下
降
」
と

す
る
企
業
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
「
下
降
」
超
幅
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
全
産
業
で
は
、
「
下
降
」
超

幅
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

耐
久
消
費
財
の
動
向
を
み
る
と
、家

電
販
売
は
、薄
型
テ
レ
ビ
は
堅
調
に
推

移
し
て
い
る
も
の
の
、多
く
の
品
目
で
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、前
年
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。新
車
販
売
は
、普
通
車
、小

型
乗
用
車
及
び
軽
自
動
車
い
ず
れ
も

前
年
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。中
古
車
販

売
は
前
年
並
み
と
な
って
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、個
人
消
費
は
、弱
含
ん

で
い
ま
す
。

　

先
行
き
に
つい
て
は
、国
内
経
済
の
悪

化
の
影
響
や
海
外
旅
行
と
の
競
合
な
ど

を
懸
念
す
る
声
が
強
ま
って
い
ま
す
。

■大型小売店等販売額、家電卸売額、新車登録台数（前年比）

■主要ホテルの客室稼働率（前年差）、客室単価（前年比） ■観光入込客数（前年比）

■有効求人倍率 ■新規求人数（前年比）

主要項目の動向

個人消費

主要項目の動向

観　　光

主要項目の動向

雇用情勢

（資料）
大型小売店等販売額、
家電卸売額：当局調査
　新車登録台数：
沖縄県自動車販売協会

（％）
大型小売店等販売額 家電卸売額 新車登録台数

（％）
客室単価 客室稼働率

（千人）

（資料）沖縄県（資料）当局調査
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仕事の窓仕事の窓仕

沖
縄
振
興
功
績
者
表
彰

平
成
21
年
５
月
15
日
（
金
）
に
、
「
沖
縄
振
興
功
績
者
表
彰
」
の
表
彰
式
を
行
い
、

沖
縄
の
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
六
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

総務部

 

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、沖
縄
に
お
け
る

創
業
や
事
業
発
展
等
の
意
欲
を
喚
起
し
、

今
後
の
沖
縄
の一層
の
振
興
、発
展
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、沖
縄
振
興
功
績

者
表
彰
を
平
成
16
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
、今
年
度
で
6
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

福
井
局
長
は
、表
彰
さ
れ
た
方
へ々の
あ

い
さ
つ
の
中
で「
近
年
、気
候・風
土
な
ど
沖

縄
の
特
性
を
生
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

や
、独
自
性
を
持
っ
た
着
想
等
に
よ
る
商
品

開
発
及
び
事
業
展
開
、あ
る
い
は
長
年
に

わ
た
る
観
光
振
興
、地
域
振
興
活
動
な
ど
、

沖
縄
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い

る
企
業
や
団
体・個
人
の
方
々
も
多
く
な
っ

て
い
る
。こ
う
し
た
優
れ
た
活
動
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
様
々
な
創
意
工
夫

や
、地
道
な
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、実

績
を
あ
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
方
を
顕
彰
す

る
こ
と
に
よって
、他
の
企
業
や
団
体
、個
人

の
方
々
の
励
み
に
な
り
、ま
た
意
欲
も
刺
激

さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。こ
の

度
、こ
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
方
は
、

特
に
沖
縄
の
活
性
化
に
多
大
な
功
績
を
あ

げ
ら
れ
て
お
り
、そ
の
活
動
は
、今
後
の
沖

縄
の
社
会
経
済
の
発
展
に
とって
模
範
と
な

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。」と
述
べ
ま
し
た
。

今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は

★
上
原　

幸一氏

　

沖
縄
に
お
け
る
ク
ルマエ
ビ
養
殖
事
業
の

基
礎
を
築
く
と
と
も
に
、ソ
デ
イ
カ
の
漁
具

及
び
漁
法
の
開
発
を
行
い
、そ
の
技
術
を

県
内
漁
業
事
業
者
に
指
導・普
及
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、漁
業
経
営
の
安
定
化
等
水

産
業
の
振
興
に
大
き
く
貢
献

★
大
谷　

直
彦
氏

　

沖
縄
に
お
い
て
、戦
後
初
め
て
の
鉄
軌
道

で
あ
る
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル（
愛
称
：
ゆ

い
レ
ー
ル
）の
開
業
に
あ
た
り
、陣
頭
指
揮

を
と
る
と
と
も
に
定
時
か
つ
安
全
な
輸
送

に
努
め
る
な
ど
、県
民
に
親
し
ま
れ
る
公
共

交
通
機
関
と
し
て
の
基
礎
づ
く
り
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、県
民
生
活
の
向
上
及
び
観

光
振
興
に
大
き
く
貢
献

★
農
業
生
産
法
人
㈲
ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ァ
ー
ム

た
ま
ぐ
す
く

　
「
た
ま
ぐ
す
く
花
野
果
村
」と
称
す
る

直
売
所
を
開
設
し
、地
域
の
特
産
品
の
販

売
拡
大
や
農
業
体
験
機
会
の
提
供
等
の
取

組
に
よ
り　

農
家
所
得
の
向
上
及
び
都
市

住
民
と
の
交
流
促
進
等
地
域
の
活
性
化
に

大
き
く
貢
献

★
𡈽
肥　

健
一
氏

　

伝
統
的
な「
沖
縄
そ
ば
」の
呼
称
確
立

や
品
質
向
上
に
努
め
ら
れ
、そ
の
安
定
供

給
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、沖
縄
の
食
品

産
業
界
の
共
通
課
題
解
決
に
向
け
た
諸
取

組
を
実
践
し
て
お
り
、沖
縄
の
食
文
化
の

発
展
や
食
品
産
業
の
振
興
に
大
き
く
貢
献

★
株
式
会
社
ぬ
ち
ま
ー
す

　
「
常
温
瞬
間
空
中
結
晶
製
塩
法
」と
称

す
る
独
自
の
製
塩
法
に
よ
り
、数
々
の
表
彰

を
受
け
、沖
縄
の
自
然
海
塩
の
知
名
度
を

向
上
さ
せ
た
こ
と
等
に
よ
り
、製
塩
業
の
振

興
に
大
き
く
貢
献

★
沖
縄
県
立
北
部
農
林
高
等
学
校

　

琉
球
在
来
豚
ア
グ
ー
の
復
元
や
保
存
を

通
じ
て
、沖
縄
の
文
化
や
職
業
に
対
す
る

意
識
の
向
上
、専
門
的
人
材
育
成
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
、系
統
種（
チ
ャ
ー
グ
ー
）を

使
っ
た
商
品
開
発
を
行
う
な
ど
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
創
出
に
よ
り
養
豚
業
界
及
び
地
域

の
振
興
に
大
き
く
貢
献

局長挨拶

被表彰者

2

前列左から／沖縄県立北部農林高等学校　伊野波教員、同　東江教員、
同　具志堅校長、同　城間生徒、㈱ぬちまーす　高安代表取締役社長、
福井局長、𡈽肥健一氏、農業生産法人㈲トロピカルファームたまぐすく
大城代表取締役社長、大谷直彦氏、上原幸一氏
後列左から／知念総務課長、市原経済産業部長、三浦総務部長、影山次
長、渕辺選考委員、大城選考委員、砂川選考委員、宮城選考委員、森田
次長、永杉農林水産部長、大野運輸部長

は
な
や
か
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仕事の窓仕事の窓仕

Ｊ
Ａ
Ｓ
法
（
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
）

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
！

    　
　
　
　
　

 

〜  

原
産
地
の
虚
偽
表
示
を
し
た
者
に
は
直
罰
の
導
入 

〜　

最
近
の
飲
食
料
品
の
原
産
地
等
に
つ
い
て
の
悪
質
な
偽
装
表
示
事
件
が
多
数
発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
た
め
、
原
産
地
に
つ
い
て
虚
偽
の
表
示
を
し
た
飲
食
料
品
を
販
売
し
た

者
に
対
す
る
罰
則
規
定
の
新
設
等
を
内
容
と
し
た
改
正
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
が
平
成
21
年
４
月
22
日
に
国
会
で
可
決
さ
れ
、
本
年
５
月
30
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

JAS法の品質表示基準違反に対する罰則について

農林水産部
１　

Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の
概
要

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
で
は
、食
品
に
対
す
る
消
費
者

の
関
心
の
高
ま
り
か
ら
、商
品
の
選
択
の
目

安
と
な
る
情
報
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
に
、

生
鮮
品
や
加
工
品
と
いっ
た
す
べ
て
の
飲
食

料
品
に
つ
い
て
、適
正
に
表
示
す
る
こ
と
を

義
務
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

生
鮮
食
品
は「
名
称
」「
原
産
地
」、加
工

食
品
は「
名
称
」「
原
材
料
名
」「
内
容
量
」

「
賞
味（
消
費
）期
限
」「
保
存
方
法
」「
製
造

業
者
等
の
氏
名
ま
た
は
名
称
及
び
住
所
」

を
表
示
す
る
こ
と
と
なって
お
り
ま
す
。

２　

食
品
表
示
を
取
り
巻
く
現
状
と
改

正
の
経
緯　

 

産
地
偽
装
と
いっ
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
違
反
が
多

数
発
生
し
、平
成
20
年
度
に
農
林
水
産
省

及
び
都
道
府
県
が
行
っ
た
改
善
指
示
件
数

は
合
計
１
１
８
件（
こ
の
う
ち
沖
縄
は
２

件
）と
な
り
、こ
こ
数
年
で
は
最
多
と
な
って

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
悪
質
な
偽
装
表
示
事
案
に

対
し
て
は
、抑
止
力
を
高
め
る
た
め
に
直

罰
を
も
っ
て
対
処
す
る
こ
と
と
し
た
Ｊ
Ａ

Ｓ
法
の
改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
３　

主
な
改
正
内
容

　

主
な
改
正
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

（
１
）目
的
規
定
の
改
正（
第
１
条
）

·
法
律
の
目
的
と
し
て
、農
林
物
資
の
生

産
及
び
流
通
の
円
滑
化
、消
費
者
の

需
要
に
即
し
た
農
業
生
産
等
の
振
興

並
び
に
消
費
者
の
利
益
の
保
護
を
明

示
す
る
。

（
２
）品
質
表
示
基
準
の
遵
守
に
関
す
る
規

定
の
新
設　
（
第
19
条
の
13
の
２
）

·
直
罰
規
定
の
導
入
に
伴
い
、製
造
業
者

等
が
品
質
表
示
基
準
に
従
い
、農
林

物
資
の
品
質
表
示
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
旨
を
明
文
化
す
る
。

（
３
）品
質
表
示
基
準
違
反
に
係
る
公
表
に

関
す
る
規
定
の
新
設（
第
19
条
の
14

の
２
）

·
品
質
表
示
基
準
違
反
に
係
る

指
示
又
は
命
令
が
行
わ
れ
る

と
き
は
、こ
れ
と
併
せ
て
そ
の

旨
の
公
表
を
行
う
規
定
を

設
け
る
。

（
４
）原
産
地
に
つ
い
て
虚
偽
の
表

示
を
し
た
飲
食
料
品
を
販

売
し
た
者
に
対
す
る
罰
則
規

定
の
新
設（
第
23
条
の
２
）

·
品
質
表
示
基
準
に
お
い
て
表

示
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
原
産
地（
原
料
又
は
材
料

の
原
産
地
を
含
む
。）に
つ
い

て
虚
偽
の
表
示
を
し
た
飲
食

料
品
を
販
売
し
た
者
は
、２

年
以
下
の
懲
役
又
は
２
０
０

万
円
以
下
の
罰
金
、法
人
は

１
億
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
も
の

と
す
る
。

４　

食
品
表
示
制
度
及
び
改
正
Ｊ
Ａ
Ｓ

　
　

法
の
周
知
徹
底
へ
の
取
り
組
み

　

沖
縄
総
合
事
務
局
消
費・安
全
課
で
は
、

食
品
表
示
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
る
た
め

「
食
品
表
示
適
正
化
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
」や
食

品
表
示
１
１
０
番
の
受
付
等
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、今
回
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
改
正

に
伴
い
、食
品
関
連
業
者
等
に
対
す
る
セ
ミ

ナ
ー
等
説
明
会
の
開
催
や
食
品
ス
ー
パ
ー

等
店
舗
調
査
等
を
通
じ
て
、改
正
Ｊ
Ａ
Ｓ

法
の
内
容
の
周
知
と
適
正
な
食
品
表
示
の

普
及
啓
発
を
図
って
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

3
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仕事の窓仕事の窓仕

宮
古
伊
良
部
農
業
水
利
事
業
所
が
開
設

〜
水
を
使
っ
た
新
し
い
農
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
て
〜

世
界
初
の
大
規
模
地
下
ダ
ム
事
業
が
完
了
し
て
８
年
、
宮
古
島
で
は
ハ
ウ
ス
栽
培
な
ど
水
を
使
っ
た
様
々
な
農
業
が
急
速
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
の
地
下
ダ
ム
だ
け
で
は
夏
に
使
う
水
の
量
し
か
貯
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
伊
良
部
島
に
は
地
下
ダ
ム
の
適
地
が
な
く
、
か
ね
て
か
ら
水
の
豊
富
な
宮
古
島
か
ら
送
水
し
て
も
ら
う
こ
と
が
島
民
の
願
い
で
し
た
。

沖
縄
総
合
事
務
局
は
、
新
た
に
宮
古
島
に
２
つ
の
地
下
ダ
ム
を
造
り
、
宮
古
島
と
伊
良
部
島
の
農
業
用
水
を
確
保
し
て
、
用
水
路
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

農林水産部
　

宮
古
の
島
々
に
は
川
が
な
い
の
で
、農
業

は
も
っ
ぱ
ら
降
雨
に
頼
って
き
ま
し
た
。沖

縄
総
合
事
務
局
は
復
帰
後
た
く
さ
ん
の

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、昭
和
62
年
10

月
、世
界
初（
大
規
模
な
地
下
ダ
ム
建
設
は

世
界
初
）の
地
下
ダ
ム
に
よ
って
農
業
用
水

を
確
保
す
る
事
業
に
着
手
し
、平
成
12
年

度
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

完
了
し
て
ま
だ
８
年
で
す
が
、水
が
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
宮
古
島（
来
間
島
を
含

む
）の
畑
で
は
農
業
が
大
き
く
変
って
き
て

い
ま
す
。

　

今
あ
る
地
下
ダ
ム
で
は
、主
に
６
月
〜
９

月
と
い
う
期
間
限
定
の
水
し
か
貯
め
ら
れ

な
い
の
に
対
し
て
、野
菜
や
果
樹
のハウ
ス
栽

培
な
ど
１
年
中
水
を
使
う
農
業
が
急
速
に

広
がって
き
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、こ
の
ま
ま
で
は
、宮
古
島
の

農
業
用
水
が
不
足
す
る
心
配
が
で
て
き
た

の
で
す
。

　
一方
、隣
接
す
る
伊
良
部
島
に
は
排
水
路

の
水
を
貯
め
た
だ
け
の
小
規
模
な
水
源
が

あ
る
だ
け
で
す
。こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果

か
ら
、地
下
ダ
ム
の
適
地
が
な
い
こ
と
が

判
っ
て
い
て
、か
ね
て
か
ら
水
の
豊
富
な
宮

古
島
の
地
下
ダ
ム
の
水
を
送
水
し
て
も
ら

う
こ
と
が
島
民
の
願
い
で
し
た
。

　

新
し
い
事
業
で
は
、新
た
に
宮
古
島
に
２

つ
の
地
下
ダ
ム
を
造
り
、宮
古
島
と
伊
良
部

島
の
農
業
用
水
を
確
保
し
て
、用
水
路
な

ど
の
整
備
を
行
う
も
の
で
、伊
良
部
島
ま

で
は
建
設
中
の
伊
良
部
大
橋（
県
道
）の
中

に
用
水
管
を
設
置
し
ま
す
。

　

沖
縄
総
合
事
務
局
は
、こ
の
事
業
を
実

施
す
る
機
関
と
し
て
４
月
１
日
に
宮
古
伊

良
部
農
業
水
利
事
業
所
を
開
設
し
、４
月

22
日
に
開
所
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

来
賓
か
ら
は
、事
業
着
工
に
対
す
る
謝

意
と
農
業
用
水
の
確
保
に
よ
る
宮
古
の
農

業
発
展
に
対
す
る
大
い
な
る
期
待
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

急速に広がる宮古島のハウス栽培

キャベツ栽培への散水状況

開所式（看板提示）の様子

宮古島特産のマンゴー

4
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仕事の窓仕事の窓仕

子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
理
科
と

実
社
会
を
結
び
つ
け
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

〜
あ
ま
く
ま
リ
カ
ち
ゃ
ん
学
校
へ
行
こ
う
〜

子
ど
も
た
ち
の
理
科
離
れ
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
昨
今
、
子
ど
も
た
ち
の
理
科
や
科
学
へ
の
好
奇
心
を
か
き
立
て
る
取
組
「
社
会
人
講
師

活
用
型
教
育
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
平
成
19
年
度
か
ら
始
ま
り
、
県
内
で
も
多
く
の
企
業
の
協
力
を
得
て
子
供
達
の
学
習
意
欲
の
向
上

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

あ

ん
学
校
へ
行

経済産業部
●
事
業
概
要

　

「
社
会
人
講
師
活
用
型
教
育
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
平
成
19
年
度
か
ら
始

ま
り
、
平
成
20
年
度
に
は
沖
縄
を
含

め
、
全
国
十
ヵ
所
の
地
域
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
対
象
は
、
小
学
校
５
・
６
年

生
の
理
科
授
業
で
、
小
学
校
理
科
の
学

習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
楽
し
く
わ
か

る
授
業
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

の
理
科
や
科
学
に
対
す
る
興
味
関
心
を

引
き
出
し
、
学
習
意
欲
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
沖

縄
で
は
、
こ
の
「
社
会
人
講
師
活
用
型

教
育
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
「
あ
ま

く
ま
リ
カ
ち
ゃ
ん
学
校
へ
行
こ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
、
財
団
法
人
沖
縄

県
公
衆
衛
生
協
会
が
実
施
し
て
い
ま

す
。
「
あ
ま
く
ま
」
は
沖
縄
の
方
言
で

「
あ
ち
ら
こ
ち
ら
」
、
「
リ
カ
（
リ
ッ

カ
）
」
は
「
行
こ
う
！
」
と
い
う
意
味

で
す
。
各
地
域
（
あ
ち
ら
こ
ち
ら
）
の

理
科
（
リ
カ
）
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
方
々

が
、
学
校
に
行
っ
て
理
科
の
授
業
に
関

わ
っ
て
い
る
様
子
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま

す
。

●
事
業
の
実
施
体
制

　

本
事
業
は
、
県
教
育
庁
義
務
教
育
課

理
科
支
援
員
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
市

町
村
教
育
委
員
会
の
他
、
平
成
20
年
度

に
は
沖
縄
の
20
企
業
の
協
力
を
得
て
、

県
内
18
校
、
83
学
級
（
受
講
児
童
数

２
、
７
６
７
人
）
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
授

業
案
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
事
業
の
成
果
と
今
後
の
方
向
性

　

平
成
20
年
度
は
、
協
力
企
業
の
増
加

に
伴
い
、
授
業
実
施
数
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
本

事
業
で
す
が
、
教
育
現
場
、
地
域
で
の

事
業
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、
「
地

域
社
会
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い

く
」
と
い
う
意
識
が
確
実
に
根
付
い
て

き
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
授
業
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
実
施
で

き
る
よ
う
、
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
実
施

方
法
、
実
施
体
制
の
改
善
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
沖
縄
の
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
、
理
科
を
学
ぶ
事
の

楽
し
さ
、
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

5

（
社
会
人
講
師
活
用
型
教
育
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

子どもたちの感想

企業講師の感想

教師の感想

★理科で習っていることは、世の中でと
ても役立ってるんだね。
★身の回りに電磁石が使われている。家
電製品を分解して意外だった。

★理科の実験をとおして、やっていること
は無駄にはならない、例え失敗でも、次
のステップにつながるというメッセージ
を発信できたと思います。

★たくさんの大人に出会ってもらい、何を
考え仕事をしているのか、その仕事が
社会でどう役立っているのか知っても
らい、将来の夢、希望を考えるきっかけ
になったのではないか。
★授業で学習した内容が、生活の中に関
わっているという実感ができました。

電化製品の電磁石を
探してみよう

腕相撲をして、支点と
作用点を体感してみよう
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仕事の窓仕事の窓

船
舶
運
航
事
業
者
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
防
止
の
た
め
に

〜
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
〜

平
成
17
年
度
に
起
き
た
運
輸
業
界
で
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
事
故
の
多
発
を
受
け
て
、
平
成
18
年
10
月
1
日
か
ら
、
船
舶
事
業
関
係
法
（
海
上
運
送
法
及
び
内
航
海
運

業
法
）
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
船
舶
運
航
事
業
者
に
お
け
る
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
状
況
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

運輸部
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
防
止
に
む
け
て
の

取
組
の
経
緯

　

平
成
17
年
に
入
っ
て
、ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
事
故
等
が
多
発

し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
事
故・ト
ラ
ブ
ル
の

多
く
に
共
通
す
る
因
子
と
し
て
、シ
ス
テ

ム
の
構
成
要
素
の
１
つ
で
あ
る
人
間
が
、与

え
ら
れ
た
役
割
を
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
エ
ラ
ー
、い
わ
ゆ
る「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
」と
の
関
連
が一般
的
に
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。国
土
交
通
省
は
、そ
の
原
因
、背
後

関
係
の
調
査
、再
発
防
止
及
び
未
然
防
止

の
方
向
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、「
公
共

交
通
に
係
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
事
故
防
止

対
策
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、そ
の
検

討
会
の
中
で
、安
全
管
理
体
制
に
つい
て
の

一つ
の
方
向
性
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
」
に
は
、

う
っ
か
り
ミ
ス
や
錯
覚
等
に
よ
り
「
意

図
せ
ず
」
に
行
っ
て
し
ま
う
狭
義
の

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
」
と
、
時
間
の

短
縮
を
図
る
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
安

全
手
順
違
反
を
す
る
な
ど
、
行
為
者
が

そ
の
行
為
に
伴
う
「
リ
ス
ク
（
危
険

性
）
」
を
認
識
し
な
が
ら
「
意
図
的
に

行
う
不
安
全
行
動
」
が
あ
り
、
特
に

「
意
図
的
に
行
う
不
安
全
行
動
」
の
原

因
と
し
て
、
「
不
安
全
行
動
」
を
容
認

す
る
よ
う
な
「
職
場
環
境
・
企
業
風

土
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と

が
、
同
委
員
会
か
ら
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
「
不
安
全
行
動
」
を

防
止
す
る
た
め
に
は
、
運
輸
事
業
者
に

お
い
て
経
営
ト
ッ
プ
か
ら
現
場
ま
で
一

丸
と
な
っ
た
安
全
管
理
体
制
を
構
築

し
、
そ
の
安
全
管
理
体
制
の
実
施
状
況

を
国
が
確
認
す
る
仕
組
み
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
事
業
者
内
部
に
お
け
る
「
安

全
意
識
の
浸
透
」
や
「
安
全
風
土
の
構

築
」
を
図
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
組
み
込
む

必
要
性
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
は
事
業
者
が
、
計
画

（
P
l
a
n
）
、
実
行
（
D
o
）
、
検

証
・
評
価
（
C
h
e
c
k
）
及
び
見
直

し
（
A
c
t
）
の
4
段
階
に
分
け
て
行

う
手
法
「
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
」
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
た
「
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
態
勢
」
を
構
築
し
、
そ
の
継
続
的

取
組
み
を
行
う
こ
と
、
国
が
事
業
者
に

お
け
る
「
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
含

む
安
全
管
理
体
制
の
確
認
を
行
う
「
安

全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
」
を
実
施
す
る

こ
と
等
が
必
要
で
あ
る
旨
の
新
た
な
方

向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
の
開
始

　

前
記
の
委
員
会
の
指
摘
を
踏
ま
え
、

平
成
18
年
10
月
に
「
運
輸
の
安
全
性
の

向
上
の
た
め
の
鉄
道
事
業
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
（
運
輸
安
全
一
括

法
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
法
律
の

施
行
に
よ
り
、
船
舶
運
航
事
業
者
は
、

海
上
運
送
法
、
内
航
海
運
業
法
及
び
そ

の
関
係
省
令
等
に
従
っ
て
、
安
全
管
理

体
制
を
構
築
し
、
構
築
し
た
安
全
管
理

体
制
を
記
載
し
た
安
全
管
理
規
程
を
作

成
し
、
そ
れ
を
国
土
交
通
省
に
対
し
て

届
出
を
行
う
こ
と
や
安
全
管
理
体
制
を

構
築
、
改
善
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
責

任
と
権
限
を
有
す
る
安
全
統
括
管
理
者

（
副
社
長
、
安
全
担
当
部
長
な
ど
）
を

選
任
し
、
国
土
交
通
省
に
対
し
て
届
出

を
行
う
こ
と
等
が
義
務
付
け
ら
れ
、
ま

た
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
運
輸

安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
を
開
始
し
ま

し
た
。 

　

従
前
よ
り
、沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸

部
で
は
海
上
運
送
法
及
び
内
航
海
運
業

法
に
基
づ
き
、運
航
管
理
監
査
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
評
価
と
運
航
管
理
監
査
と
は
、い

わ
ば
車
の
両
輪
と
し
て
安
全
の
よ
り
一
層

の
確
保
を
図
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

ま
す
。ま
た
、運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評

価
は
、行
政
が
事
業
者
を
指
導
、監
督
す

る
と
い
う
立
場
で
は
な
く
、行
政
と
事
業

者
が一体
と
な
っ
て
、運
輸
の
安
全
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
方
策
を
共
に
進
め
て
い

こ
う
と
す
る
姿
勢
で
臨
ん
で
い
ま
す
。

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
の
実
施

　

現
在
、
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
運
輸

安
全
監
理
官
付
運
輸
安
全
調
査
官
や
沖

縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
の
評
価
担
当
官

が
、
各
船
舶
運
航
事
業
者
へ
伺
い
ま
し

て
、
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施

6仕仕仕
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評価説明を受ける事業者

す
る
体
制
の
構
築
状
況
及
び
そ
の
実
施

状
況
を
確
認
・
評
価
（
運
輸
安
全
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
評
価
）
を
行
う
こ
と
で
船
舶

運
航
事
業
の
安
全
性
の
向
上
を
め
ざ
し

て
お
り
ま
す
。

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
導
入
に
係
る

F
A
Q
（
沖
縄
海
事
モ
ー
ド
版
）

Q
1
．
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
で

す
か
。

A
1
．
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価

は
、
事
業
者
に
お
け
る
運
輸
安
全

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
状
況
を
国

が
確
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体

的
に
は
、
事
前
に
関
係
資
料
を
精

査
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
の
本

社
に
立
ち
入
り
、
社
長
に
対
す
る

直
接
の
聴
取
を
含
め
、
経
営
管
理

部
門
を
対
象
と
し
て
経
営
ト
ッ
プ

の
安
全
確
保
に
関
す
る
取
組
状
況

を
聴
取
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

そ
の
こ
と
を
通
じ
て
安
全
管
理
規

程
の
実
施
状
況
を
確
認
し
、
輸
送

の
安
全
を
確
保
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
更
な
る
改
善
･
向
上
に
資

す
る
講
評
･
指
摘
を
行
う
も
の
で

す
。

　
　
　

評
価
は
あ
く
ま
で
も
安
全
管
理

規
程
の
更
な
る
改
善
に
向
け
た
助

言
を
国
が
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

Q
2
．
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
何

で
す
か
。
ま
た
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
実
施
す
れ
ば
い
い

の
で
す
か
。

A
2
．
安
全
管
理
規
程
の
作
成
義
務
付

け
事
業
者
等
に
お
い
て
は
、
経
営

ト
ッ
プ
か
ら
現
場
ま
で
が
、
輸
送

の
安
全
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
、
絶
え
ず
輸
送
の
安
全

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

①
安
全
方
針
を
策
定
す
る（
P
l
a
n
）

②
安
全
方
針
に
基
づ
く
安
全
対
策
を
現

場
に
お
い
て
実
施
す
る
（
D
o
）

③
安
全
対
策
の
実
施
状
況
等
を
チ
ェ
ッ

ク
（
評
価
）
す
る
（
C
h
e
c
k
）

④ 

①
で
定
め
た
方
針
を
適
切
に
見
直
す

（
A
c
t
）

と
い
う
手
順
を
継
続
的
に
繰
り
返
し
、

輸
送
の
安
全
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

と
い
う
「
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

を
実
施
す
る
体
制
を
構
築
し
、
実
施
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
に
は
、
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
実
施
す
る
た
め
、
次
の
事
項
を
継
続

的
に
行
う
こ
と
で
輸
送
の
安
全
性
の
向

上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①　

社
長
は
、
輸
送
の
安
全
の
確
保
が

事
業
経
営
の
根
幹
で
あ
る
こ
と
を
深

く
認
識
し
、
社
員
に
輸
送
の
安
全
の

確
保
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
意

識
を
徹
底
さ
せ
、
社
内
に
お
い
て
輸

送
の
安
全
の
確
保
に
主
導
的
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
輸

送
の
安
全
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

を
策
定
す
る
。
（
安
全
方
針
）

②　

①
の
基
本
的
な
方
針
に
基
づ
き
、

事
業
者
が
達
成
し
た
い
成
果
と
し
て

具
体
的
な
目
標
を
定
め
、
当
該
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
計
画
を

作
成
す
る
。
（
安
全
重
点
施
策
）

③　

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施

状
況
等
を
点
検
す
る
た
め
、
少
な
く

と
も
１
年
に
１
回
以
上
内
部
監
査
そ

の
他
の
輸
送
の
安
全
に
関
す
る

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
す
る
。
（
内
部
監

査
）

④　

③
の
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
等
を
踏
ま

え
、
輸
送
の
安
全
の
確
保
の
た
め
の

必
要
な
方
策
を
検
討
し
、
是
正
措
置

又
は
予
防
措
置
を
講
ず
る
。
（
見
直

し
と
継
続
的
改
善
）

ま
た
、
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実

施
に
当
た
り
、

①　

現
業
実
施
部
門
と
の
意
見
交
換
等

に
よ
る
双
方
向
の
情
報
の
共
有
及
び

伝
達
や
事
故
、
災
害
等
に
お
け
る
報

告
連
絡
体
制
の
整
備

②　

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
効
果

的
な
実
施
に
資
す
る
人
材
の
育
成
の

た
め
の
教
育
及
び
研
修
の
実
施
等
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

関
連
情
報W

ebsite

：

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/m

aritim
e/

unkohrohm
/unkoh7.htm

l
http://w

w
w
.m
lit.go.jp/unyuanzen

/
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公正取引室は、独占禁止法等の運用
や競争政策の運営等に係る意見・要望の聴
取等を目的として、去る６月１２日（金）に那
覇市内において「独占禁止政策協力委員
会議」を開催しました。
　競争政策、特に競争の促進は、メーカー・
小売店と消費者等が自由に様々な商品等
を取引する市場が正常に機能することを
担保するために非常に重要なものなので
す。特に独占禁止法等は、市場における参
加者（事業者等）の行動を律する最も基本

的なルールが定められており、その執行機
関である公正取引委員会は、市場における
競争を促進し、自由かつ公正な競争を担保
するため、競争政策の番人としての役割を
果たしています。
　そのような役割の中、公正取引委員会は、
競争政策への理解の促進と地域の経済社
会の実状に即した政策運営に資するため
に独占禁止政策協力委員制度を設置して
おり、今回の会議も全国主要都市での公正
取引委員会と独占禁止政策協力委員によ
る会議の一環として開催されたものです。
　会議には、沖縄県の独占禁止政策協力
委員3名、松山隆英公正取引委員会事務
総長及び三浦沖縄総合事務局総務部長等
が出席しました。
　会議では初めに松山事務総長から、公正
取引委員会の最近の活動状況や改正独占
禁止法の説明があり、その後、景品表示法
の消費者庁への移管問題に対して「今秋、

消費者庁が設立しても公正取引室が不当
表示事案の調査を行う体制に変更はない
ので安心してほしい。」、また、地元建設業
者の優先発注問題に対して「地元業者はよ
り一層技術力を向上させて、他の業者と競
争していく必要があるのではないか。」等
の活発な意見交換が行われました。　　　
　　　　　
　なお、当室では、県民の皆様からの独占
禁止法、下請法又は景品表示法に違反す
る疑いに関する情報（申告）を受け付けて
おります。

総　務　部

経済産業部

総務
部

財務
部

経済
産業
部
開発
建設
部

運輸
部

農林
水産
部

sou
mu

５月２７日、沖縄総合事務局において
「平成２１年度安全保障貿易管理説明会」
を開催しました。
　近年、大量破壊兵器等の懸念国やテロリ
スト等への拡散が高まっており、国連安全
保障理事会決議や輸出管理に係る国際的
な枠組みを通じて、各国における安全保障
貿易管理の厳格な実施が国際的に要請さ
れています。
　また、先端技術を活用した民生品の軍事
転用の可能性が高まってきており、たとえ
民生用途であっても貨物を海外に輸出す
る際には、慎重な対応が求められます。
　このような中、我が国及び国際社会の安
全保障上ゆるがせにできない外為法違反
（不正輸出）の事案が引き続き発生してお
り、企業における安全保障貿易管理に関す
る認識の向上を始め、法令遵守とそのため
の体制整備の徹底が一層求められています。
　経済産業省では、輸出者等に対し、外為
法等の遵守を徹底するべく、輸出管理に関
する施策を強化してきています。
　平成１７年６月には、新たな「包括許可制
度（※）」を導入し、包括許可を取得するに
当たっては「輸出管理社内規程の整備」と
「その確実な実施」を要件としました。さら

に、平成１８年８月からは、包括許可を
取得・更新する際には『安全保障貿易
管理説明会（適格説明会）』への参加
も要件に加えました。
　この説明会は、以上のような背景を
踏まえ、沖縄県内の通関業者や輸出
を行う製造業者等を対象に、外為法
の制度に対する理解を深め、社内に
おける輸出管理体制の整備に役立て
ていただくことを目的として開催した
ものです。
　当日は、経済産業省貿易経済協力局貿
易管理部　上席安全保障貿易管理検査官
　中村啓子氏により、輸出管理制度の概要
や違反事例についての説明が行われまし
た。安全保障貿易に関する輸出管理につい
ては、①貨物の輸出のみでなく、技術やソ
フトウェア提供にも注意する②リスト規制
については、⑴リスト規制対象か否かの判
定（該非判定）を厳格に実施⑵包括許可適
用に当たっては、仕向地等を再チェック③
キャッチオール規制については、顧客審査
（最終需要者及び用途審査）を適切に実施
する④法律違反を起こさないためには、
「輸出関連法規の遵守に関する内部規定
（コンプライアンス・プログラム)」の策定・実

行が必要であるという説明を受けました。
　参加された皆さんは、取り扱う輸出物品
が安全保障上どのように管理しなければな
らないかについて、熱心に聞き入っていま
した。

(※)包括許可制度：
　外為法等で許可が必要なリスト規制品(
技術)を輸出等する場合、本来は個々の契
約や輸出等に関して個別に当省へ申請し、
安全保障面からの審査による許可を得る
必要がある。しかし、輸出者自身がこうした
審査機能を自主管理の下で担うことがで
きると認められる場合には、一定の範囲に
ついて包括的に許可を与え、輸出者の自主
管理の下に輸出を行うことが可能となる。

「平成21年度安全保障貿易管理説明会」を開催

沖縄地区における「独占禁止政策協力委員会議」を開催

Keiz
aisa
ngyo

u

○申告窓口
　公正取引室
　内閣府沖縄総合事務局総務部
　那覇市おもろまち２－１－１
　那覇第２地方合同庁舎２号館６階
　TEL．098-866-0049
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去る5月6日、那覇沈埋トンネルの最
終７号函（全８函）の接合が完了しました。

　本施設は、沖縄県初の沈埋トンネルで

あるとともに、世界でも２例目の施工とな

った最終継手工法（キーエレメント工法

【くさび接合方式】）を採用しています。本

工法は従来の沈埋トンネル工法に比べ経

済的な施工方法である一方、より高度な

施工精度と技術を要求されることから慎

重な施工となりましたが、天候にも恵まれ

作業を無事終えることができました。

　今後は、沈埋函を安定させるための函

外周部の埋め戻しや函内作業を行い、平

成２２年度末の供用開始により、港湾空港

の物流強化並びに那覇エリアの渋滞緩和

を目指します。

　　　　　　　

開発建設部 那覇沈埋トンネル最終函の接合について

沖縄クリーンコーストネットワーク（事務
局：第十一管区海上保安本部環境防災課、

沖縄総合事務局開発建設部港湾計画課、

環境省那覇自然環境事務所、沖縄県文化

環境部環境整備課）は、6月1日（月）から7

月31日（金）までの期間で「まるごと沖縄

クリーンビーチ2009」キャンペーンを開

催しています。

　6月6日（土）には、宜野湾トロピカルビ

ーチでオープニングセレモニーを開催し、

多くの参加者が清掃活動を行いました。キ

ャンペーン期間中は県内各地のビーチ等

で清掃活動を行っており、清掃活動以外に

も、沖縄美ら海水族館や本島内の大型量

販店等で海洋環境パネル展を開催してい

ます。

　清掃活動の詳細な情報については、沖

縄クリーンコーストネットワークブログ

(http://blog.canpan.info/occn/)にて

ご確認ください。

開発建設部 「まるごと沖縄クリーンビーチ」オープニングセレモニーを開催

清掃活動の様子（宜野湾トロピカルビーチ）

セレモニーの様子（宜野湾トロピカルビーチ）

Kaiha
tsuke

nsets
u

Kaiha
tsuke

nsets
u
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平成２１年５月１５日（金）、那覇
市内において、関係者多数の出席のもとに、

平成２１年度陸運及び観光関係功労者の

沖縄総合事務局長表彰が行われました。

　本表彰は、県内において自動車運送事

業、自動車整備事業等の陸運関係事業又

は観光関係事業に従事する役員、従業員で

当該事業に対する功績が顕著であった者、

また、永年にわたり業務に精励し、勤務成

績が優秀な者に対し毎年行われるもので

す。

　今回の被表彰者は、事業役員５名、団体

従業員１人、事業従業員４人、運転者５名、

整備士等１名の計１６名の方に対し、福井

局長から永年の功績に対する表彰状が授

与されました。

　また、被表彰者代表として、有限会社カ

リーヌ運輸　代表取締役会長　金城　英

三 氏から謝辞がありました。

運　輸　部 平成２１年度陸運及び観光関係功労者沖縄総合事務局長表彰

6月15日（月）沖縄総合事務局陸運
事務所において「平成２１年度陸運関係功

労者表彰」の表彰式を行いました。

　本表彰式は、県内において自動車関係

事業（バス・タクシー・トラック事業、販売事

業、整備事業等）に従事する役員、従業員

等で当該事業に対する功績が顕著であっ

た者及び永年にわたり業務に精励し勤務

成績が優秀な者に対し毎年行われており

ます。

 今回の表彰は、事業役員10名、一般従業

員9名、団体従業員1名、自動車運転者14

名、自動車整備士等2名の計36名と自動

車関係事業のうち使用済み自動車を適正

に処理する等環境対策に積極的に取り組

んだ優良事業場1社に対して授与されまし

た。

　宮平所長は、被表彰者へのあいさつの

中で「多年に亘り陸運関係事業に精励され

るとともに、それぞれの分野で長年培って

きた豊富な知識と技能を発揮して安全で

質の高いサービスを提供し、今後とも業界

のレベルアップを図っていただくよう期待

したい」と激励し、表彰状を授与しました。

 表彰後、被表彰者を代表して事業役員で

受賞した株式会社松川オートの代表取締

役名嘉真朝次氏は「本日の受賞を励みに、

尚一層研鑽を重ね業界の良き指導者とし

て精進するとともに、社会の信頼に応えら

れるよう業務に精励し、事業の限り無い発

展に尽力を尽くしていきたい」と抱負を述

べました。

運　輸　部 平成２１年度陸運関係功労者陸運事務所長表彰を開催

総務
部

財務
部

経済
産業
部
開発
建設
部

運輸
部

農林
水産
部

優良事業場現地調査バス事業関係被表彰者表彰状の授与

Uny
ubu

Uny
ubu
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昨
今
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
よ

う
と
い
う
取
組
が
全
国
で
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
に
も
数
え
る
と
き

り
が
な
い
ほ
ど
多
く
の
地
域
資
源
が
存

在
し
、
そ
の
良
さ
や
特
長
を
活
か
し
類

似
商
品
と
の
差
別
性
を
強
調
し
た
、
高

品
質
で
消
費
者
に
選
ば
れ
る
売
れ
る
商

品
づ
く
り
が
各
企
業
で
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
沖
縄
に
お
け
る
地
域
の

資
源
を
活
か
し
た
商
品
開
発
の
取
組
を

紹
介
し
ま
す
。

農
林
水
産
物

　

今
や
全
国
区
の
知
名
度
と
な
っ
た
「
ゴ
ー

ヤ
ー
」、
お
菓
子
な
ど
の
材
料
と
し
て
脚
光

を
浴
び
る
「
紅
イ
モ
」、
多
様
な
加
工
品
の

原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
「
も
ず
く
」
…
例

を
あ
げ
る
と
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
沖
縄

に
は
ま
さ
し
く
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ

豊
富
な
農
林
水
産
物
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
特
長
の
あ
る
資
源
を
活
か

し
、
紅
イ
モ
を
活
用
し
た
「
紅
イ
モ
焼
酎
」、

沖
縄
島
野
菜
を
活
用
す
る
「
島
野
菜
ス
イ
ー

ツ
」
等
が
新
商
品
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

沖
縄
の
銘
酒
・
泡
盛
を
製
造
す
る
過
程
で

副
産
物
と
し
て
出
る
も
ろ
み
か
す
（
カ
シ

ジ
ェ
ー
）
は
既
に
「
も
ろ
み
酢
」
と
し
て
商

品
化
さ
れ
、一
般
的
に
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
活
用
し
た
更
な
る
高
付
加
価
値
の
商

品
の
開
発
や
海
外
に
通
用
す
る
商
品
ア
イ
テ

ム
を
日
々
考
え
続
け
た
石
垣
の
企
業
（
ゴ
ー

ヤ
カ
ン
パ
ニ
ー
）
が
、市
場
ニ
ー
ズ
の
把
握
、

展
開
可
能
性
の
検
証
、
味
、
商
品
形
態
及
び

加
工
方
法
な
ど
日
夜
研
究
し
、
開
発
に
こ
ぎ

つ
け
た
商
品
が
「
カ
シ
ジ
ェ
ー
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
」
で
す
。
こ
れ
は
確
か
に
今
ま
で
有
り
そ

う
で
無
か
っ
た
物
で
、
海
外
で
の
需
要
も
期

待
出
来
ま
す
。

「地域資源はダイヤの原石！？」
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❖

工
芸
技
術
な
ど

　

沖
縄
は
全
国
で
３
番
目
に
伝
統
工
芸
品
目

が
多
い
と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
琉
球
び
ん
が
た
、
宮
古
上
布
、
八
重
山

ミ
ン
サ
ー
、
壺
屋
焼
な
ど
な
ど
。
耳
慣
れ
た

も
の
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
ら
の
工
芸
技
術
を

活
用
し
、
ま
た
現
代
風
の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え

る
こ
と
で
商
品
力
を
高
め
る
と
い
う
取
組
も

多
々
あ
り
ま
す
。
伝
統
工
芸
品
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
ト
し
た
「
箸
ケ
ー
ス
」
な
ど
の
「
テ
ー

ブ
ル
ウ
ェ
ア
ア
イ
テ
ム
」、
や
カ
バ
ン
な
ど

の
「
革
製
品
」、「
琉
球
日
傘
」、「
サ
ン
ダ

ル
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
古
よ
り
受

け
継
が
れ
た
沖
縄
の
伝
統
工
芸
の
文
化
・
技

術
に
魅
了
さ
れ
、
現
代
風
の
デ
ザ
イ
ン
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
の
可
能
性
に
気
付
い
た
企
業

（
琉
球
工
房Ryukyu Craft

）
が
、
伝
統
工

芸
品
を
日
常
で
使
う
た
め
に
、
県
内
の
伝
統

工
芸
技
術
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
、
県

外
へ
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

様
々
な
「
琉
球
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

商
品
」
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
県
外
で
も
高

い
評
価
を
得
て
い
る
、
洗
練
さ
れ
た
商
品
を

是
非
、
あ
な
た
の
ご
家
庭
で
も
お
試
し
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

❖

観
光
資
源

　

沖
縄
に
は
青
い
海
、
空
、
独
特
の
歴

史
・
文
化
な
ど
他
地
域
に
は
な
い
観

光
資
源
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
一

方
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
は
多
様

化
が
進
み
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
観
光
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
観
光

客
は
様
々
な
目
的
で
、
か
つ
高
い
満
足
度
を

求
め
そ
の
地
に
訪
れ
ま
す
。
沖
縄
音
楽
を
心

ゆ
く
ま
で
体
感
す
る
「
音
楽
ツ
ア
ー
」、「
歴

史
や
芸
能
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー
」
な
ど
、ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型

の
観
光
商
品
の
開
発
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昔
な
が
ら
の
集

落
を
活
か
し
た
「
古
民
家

観
光
ツ
ア
ー
」
は
、
沖
縄

戦
の
戦
禍
を
唯
一
ま
ぬ
が

れ
、
沖
縄
の
原
風
景
と
香

り
、
生
活
リ
ズ
ム
が
今
も

色
濃
く
残
っ
て
い
る
渡
名
喜
島
で
開
発
さ
れ

ま
し
た
。　
　

　

こ
の
ツ
ア
ー
を
開
発
し
た
渡
名
喜
島
出
身

の
南
風
原
社
長
（
㈱
福
木
島
と
な
き
）
は
、

島
の
若
年
者
層
定
着
の
た
め
の
雇
用
創
出
、

観
光
客
来
島
に
よ
る
産
業
振
興
を
強
く
意
識

し
、
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
深
掘
り
す

る
た
め
、
島
外
の
方
の
評
価
を
繰
り
返
し
聞

き
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
を
図
る
と
と

も
に
、
既
存
の
商
品
に
は
な
い
特
色
を
打
ち

出
し
、
島
の
特
産
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

❖

　

こ
こ
で
あ
げ
た
商
品
例
は
、
ほ
ん
の
一

例
で
は
あ
り
ま
す
が
、
身
近
に
あ
る
地
域

資
源
に
気
づ
き
、
既
存
商
品
と
は
異
な
る

優
位
性
（
差
別
化
）
を
模
索
し
て
、
ま
た

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
つ
つ
、
売

れ
る
商
品
を
開
発
す
る
と
い
う
取
組
は

様
々
な
場
所
（
企
業
）
で
様
々
な
形
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
外
、
海
外
で
の
競
争
に
打
ち
勝
つ
こ

と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
資

源
が
本
来
有
す
る
魅
力
を
最
大
限
に
引
き

出
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
売
れ
る

商
品
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
競
争
力
が
高

ま
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
『
ダ
イ
ヤ
の
原
石
を
磨
き
上
げ
宝
石
に
仕

上
げ
る
作
業
』
を
皆
で
応
援
し
、
ま
た
一

人
で
も
そ
う
い
っ
た
作
業
に
加
わ
る
方
が

増
え
て
い
く
こ
と
で
、
い
つ
の
日
か
沖
縄

が
宝
石
の
島
と
な
る
こ
と
に
思
い
を
馳
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
の
原
石
（
地

域
資
源
）
は
身
近
に
転
が
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

※
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ

ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.sm
rj.

go.jp/chiikishigen/index.htm
l
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国
内
外
の
情
報
通
信
産
業
の
集
積
拠
点
の

形
成
を
目
指
す
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
」

　

去
る
平
成
21
年
６
月
11
日
、
同
パ
ー
ク

内
で
１
棟
目
と
な
る
中
核
支
援
施
設
Ａ
棟

の
完
成
を
記
念
し
て
、
現
地
（
う
る
ま

市
）
に
て
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

● 

沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
と
は

　

高
度
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
な
ど
の
新
し

い
情
報
通
信
産
業
の
拠
点
を
目
指
し
、
ア

ジ
ア
と
の
津
梁
（
架
け
橋
）
機
能
や
高
度

な
人
材
育
成
の
機
能
な
ど
を
備
え
る
沖
縄

Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
。
平
成
20
年
度
か
ら
、

内
閣
府
と
沖
縄
県
が
連
携
し
て
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
総
敷
地
面
積
は
、
約
17
・

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

● 

今
後
の
整
備
計
画

　

こ
の
度
、
完
成
し
た
中
核
支
援
施
設
Ａ

棟
は
、
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
や
オ
フ
シ
ョ

ア
開
発
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
的
機
能
が
入

居
す
る
ほ
か
、
会
議
室
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
な
ど
の
共
用
施
設
も
備
わ

っ
て
い
ま
す
。

　

今
秋
に
は
、
主
に
賃
貸
オ
フ
ィ
ス
と
し

て
利
用
さ
れ
る
中
核
支
援
施
設
Ｂ
棟
の
建

設
に
も
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
、
中
核
支
援
施
設
の
周
辺
に
は
、

民
間
Ｉ
Ｔ
業
務
施
設
が
整
備
さ
れ
る
計
画

で
あ
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
企
業
や
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
、
Ｂ
Ｐ
Ｏ
関
連
企
業
な
ど

の
入
居
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
り
ゆ
し
ウ
ェア
の

普
及・促
進
に
つ
い
て

　

内
閣
府
沖
縄
担
当
部
局
で
は
、
６
月
１

日
か
ら
始
ま
っ
た
ク
ー
ル
ビ
ズ
期
間
に
合

わ
せ
て
、
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
の
普
及
・
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

６
月
２
日
㈫
、
麻
生
総
理
、
佐
藤
沖
縄

担
当
大
臣
を
始
め
と
す
る
全
閣
僚
が
、
か

り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
を
着
用
し
、
閣
議
に
臨
み

ま
し
た
。

　

ま
た
、
内
閣
府
沖
縄
担
当
部
局
が
所
在

す
る
庁
舎
内
に
お
い
て
、
県
物
産
公
社
主

催
に
よ
る
展
示
販
売
会
（
５
月
26
日
）
を

開
催
し
、
職
員
に
よ
る
積
極
的
な
着
用
を

呼
び
か
け
る
な
ど
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
一
例

と
し
て
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
の
普
及
に
努
め

て
い
ま
す
。

「沖縄ＩＴ津梁パーク」がオープン

akufu DayorikufuNaikakufkakNNNaikakuf
2009

内閣府だより
情報通信産業の集積拠点
しん りょう

テープカットを行う
柴田内閣府審議官、
仲里副知事等

中核施設Ａ棟
（平成21年５月完成）

沖縄ＩＴ津梁パーク全景予想図
（中央手前が中核支援施設）

うるま市

沖縄ＩＴ津梁パーク

か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
を
着
用
す
る
各

大
臣（
国
会
内
大
臣
室
に
て
）

提
供
：
内
閣
広
報
室

か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
を
試
着
す
る

佐
藤
大
臣
、小
渕
大
臣

（
展
示
販
売
会
に
て
）
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n

　沖縄総合事務局財務部では、沖縄県を受験地とする公認会計士試験を実施しております。平
成２１年試験については５月の短答式試験、８月の論文式試験の実施となりますが、平成２２年試
験より短答式試験を年２回実施し、受験者に対して短答式試験について同一年の試験において
再チャレンジする機会が設けられることとなります。また、特定の時期の受験が困難な者につい
ても、受験時期についての選択肢が広がることとなり、受験者の利便性の向上に資することと
なると考えています。なお、論文式試験は従来と同様に年1回の実施です。

縄総合事務局財務部では 沖縄県を受験地とする公認会計士試験を実施しております

公認会計士試験にチャレンジしてみませんか

〔公認会計士試験に関する照会〕 公認会計士・監査審査会事務局 03-5251-7295
 沖縄総合事務局財務部理財課 098-866-0092
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